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幻想だけでは生きていけない。 

幻想無しで生きることには耐えられない。 
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七色の人形使い「アリス・マーガトロイド」は呟いた。 

「魔理沙、やっと貴女を捕まえた。これから貴女を私だけのお人形．．．可愛い可愛い

縫い包み、『人間剥製』にしてあげるわ」 

 

第一章 『腹話術』 

 

話は３日ほど前に遡る。その日もアリスは操り人形を作るため鑿と槌を振い木地を

削っていた。 

カンカン、コンコンという槌音と、ゴスッ、ゴスッという小刀で乾燥した堅い木を

削る音が交互にアリスの工房（アトリエ）に響く。 

一見して非力な少女にしか見えない彼女の細腕のどこにそんな力があるのか、一抱

えもある太さの丸太が見る間に削られ、人形の頭へ、胴体へ、四肢へ．．．と形作られ

ていく。 

彼女の使う工具が、刃物がそれだけ鋭利な名のある職人の業物であるということで

もあるが、他にも秘密があるのかもしれない。 

 

いつまでも続くと思われた作業が、「うっ！」という微かな悲鳴で中断される。 

 

見ると、アリスの指に血が滲んでいる。とても赤い、赤い血だ。 

作業台に並べられた椅子にちょこんと座っていたアリスの一番のお気に入りの人形．．．

上海人形が言った。 

「アリス、考え事してる。仕事中に心がよそ見しているよ。また魔理沙のコト考えて

るのね」 

アリスの顔にカッと血が上る。白磁の人形のような肌が薔薇色に染まる。 

アリスは確かに魔理沙のことを考えていたが、自分が魔理沙のことを考えているこ

とに気づいていなかった。 

作っている人形のことを考えながらも、魔理沙の姿を、声を、においを無意識のう

ちに頭の中で何度も何度も繰り返し再生していたのだ。 

 アナログの記録媒体は、再生を繰り返すことによって少しずつ情報が劣化していく。

ディジタルなメディアは基本的には劣化もしないが良くもならない。しかし、アリス
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の記憶の中の魔理沙の姿は再生の度に醜い部分が削ぎ落とされ、美しい部分が強調さ

れ、際限なく理想化されていくようだ。 

 

アリスは、工房の片隅の、人形の服を作って余った布を詰め込んである籠から無造

作に端布（はぎれ）を引っぱり出し止血をした。 

作業を中断し、ため息をつく。 

 膠を煮たり、焼き鏝を加熱するために夏でも火を入れている薪ストーブに乗せられ

た薬缶のお湯でコーヒーを淹れる。 

 来客があるときは、小柄でかわいらしいティーセットで紅茶を飲むアリスも、作業

場では疲れをとるために専らコーヒーを飲んでいる。 

 地獄のように熱く、悪意のように黒く、後悔のように苦く、欲情のように香り発ち、

情事のように濃厚で、誘惑のように眼が啓ける（恐れるな、失うものなど何も無い。

寧ろお前の目は啓け、力は天にも届くだろう．．．）焦げ臭いブラックコーヒーを大柄の、

ちょっと茶渋の染み付いたマグカップにたっぷりと淹れ、貪欲な竜がその欲望の赴く

まま腹を満たそうとするが如く、腰に手をあて、「んくっ んくっ」と喉を鳴らし、最

後は斜め 45°を見上げるようにして咽喉も焼けろといわんばかりに一気にコーヒーを

飲み干す。 

 カフェインと熱気で中枢神経の昂ぶったアリスの目が、時計仕掛けのようにぐる

り・ぐるりと回りだす。 

【宣伝】 

 
▲アリスのマグカップ．．．お譲りします、貴方に。 

極東神殿騎士団 http://luminel.pro.tok2.com/ 
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アリスはそれまで、意識をせずに魔理沙の面影を頭の中で反芻していたが、そのこ

とについて考えてみる。 

自分が「無意識に魔理沙のことを考えていた」という事実を認識するということは、

どうしても「魔理沙のことを意識的に考える」ということに行きついてしまう。 

 

アリスは考える。 

「私が魔理沙に出会ったのは、いつだったかしら．．．」 

「だいぶ昔のような気もするし、つい最近だったような気もする」 

「あれは、半年前？ １年前？ ３年前？ それとももっとずっと前だったかしら？」 

「わからない．．．」 

もしかしたら、それを考えること自体に意味がないのかもしれない．．． 

 

二人が出会ったことは確かだが、それがいつだったか、日時を具体的な数値で思い

出そうとするといつもこうなる。 

数には強いはずのアリスが、このことになるとまったくお手上げである。おかしな

話だ。 

もしかしたら、二人が出会ったときの強烈な印象も、すべては幻想だったのかもしれ

ない。 

 

アリスは、俯き、柔らかそうに緩くウェーブのかかった白金髪（プラチナブロンド）

の頭をふるふると振って否定する。 

「あれが幻想のわけない」「あれが私だけの思い込みなんかのはずない」 

 

それは、冬がいつまでも続き、暦の上ではとっくに初夏になっているはずの時期に

まで雪が降り続いていた年のことだった。 

自分の家の上空、アリスのテリトリーを侵し、結界を突き破って高速で飛んでいく

存在に気づいたアリスが、領空侵犯者にお仕置きをしてやろうと上空に上がると、そ

こに魔理沙がいたのだった。 
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広いつばのついた黒いとんがり帽子をかぶり、黒服を着て、箒に乗って飛ぶ、ハロ

ウィンの仮装にありがちなステレオタイプの魔女のコスチュームに身を包んだ少女、

それが霧雨魔理沙だった。 

 

アリスは、相手はすぐに逃げていくだろうと考え軽い攻撃を加えたが、黒衣の魔法

少女はアリスの攻撃を巧みにかわしつつ、しぶとく反撃を繰り返してくる。 

こうなったら、ちょっと手荒なことをしてでも相手を屈服させてやろう、今までよ

くがんばったけれどこれまでね、ちょっと痛い思いをするだろうけれど、怪我をした

ら介抱してあげるわよ．．．とアリスは思い、スペルカード発動のタイミングを計った

が、その矢先に情報収集・解析担当のハンガリー人形が警告を発した。 

「目標内部に高エネルギー反応、縁周部を加速、収束していきます」 

「なんですって！？」 

アリスが訊き帰す間もなくそれまで感じたことのない衝撃がアリスを襲った。 

 

極太の光の柱がアリスの肉体の中心を貫いたかと思うまもなく。熱く飛び散る白い

ビームがまるでホースで庭に水を撒くかのごとくアリスの全身にくまなく浴びせ掛け

られたのだ。 

「うぼぁー」 

肺の中の空気が熱せられて膨張し、腹腔中の水分が瞬間的に蒸発して水蒸気となり、

アリスの体中の穴という穴からガスとなって噴出した。 

笛吹き薬缶の原理で、アリスにとっては甚だ不本意な絶叫が魔法の森一帯に響き渡

る。 

アリスは白濁していく意識の中で、自由落下の際の無重力感を味わっていた。それは

一瞬の出来事のはずなのに、永遠とも思えるほど永く感じられた。 

 

アリスが気付くと、すでに周囲は暗闇に覆われ、先ほどまでの小雪に替わって遅い

春の到来を告げる雨が降り注いでいた。 

 

アリスの全身には、七輪で食べごろに焼かれた秋刀魚のような焦げ目と火ぶくれが

出来ていた、その火傷の痕からは熱く透明な体液．．．琳派液が滲み出していた。 
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いや、それは琳派液などと呼べるものですらない。血液すらも熱によって脱色され、

ジュクジュクと沸騰したジューシーな肉汁・旨味汁となって周囲に美味しそうな香り

を漂わせていたのだ。 

アリスの体の中心にはぽっかり穴が開き、焼け火箸を突っ込まれたように痺れるそ

の穴からはジューシーな旨味汁がしたたり、歩くと体が二つに裂けそうだ。まるで自

分の体が消化器を中心とした一本の管になり、その管の端をひん剥いて、さながらち

くわを裏返すかのようにカラダの内側と外側をひっくり返しにされたようなめちゃく

ちゃな気分。 

プライドなどズタズタに引き裂かれ、恥も外聞もなく、濡れ落ち葉と泥と、焼け焦

げた服の断片を体表にへばりつかせ焼き捨てられた人形のような姿でアリスは家路に

ついた。 

 

それから数日、アリスは生死の境．．．存在と消滅の境界をさまよい、その後も月が

一巡りする間、ほとんど寝たままですごさねばならなかった。最初は焼肉・焼き魚の

ような匂いを発していたアリスの体液も、時間とともに発酵が進み、鯛の押し寿司の

ような酸っぱい匂いとなって、起き上がることもままなら無いアリスのベッドのシー

ツにカピカピに乾いてこびりついた。 

「私、死ぬのかしら」「このまま気を失って、真っ暗な闇の中に消えて、二度と目を覚

まさないのかしら」アリスはぐるぐる回る目眩の中で、何度も繰り返し自分の死を

思った．．． 

 

思い出すだけで惨めで、思い出すだけで恐ろしく、思い出すだけで仕返しをしてや

りたくなる。 
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「私が味わったのと同じくらい惨めで、同じくらい恐ろしく、同じくらい痛い思いを

させてやりたい．．．」 

そう考えると、ここにはいない魔理沙に対してアリスの体は震え、歯を食いしばり、

手のひらを強く握り締め、呼吸と脈拍が知らず知らずのうちに上昇してしまうのだっ

た。 

 

その後何度か、神社の祭礼の場などでアリスは魔理沙をみかけたが、魔理沙はいつ

も楽しそうに巫女や紅魔館の図書館長などと話をしている。 

アリスはジリジリした思いで魔理沙が自分以外の誰かと楽しげに話しているのを盗

み見る。 

「私に、あんなに惨めで、恐ろしくて、痛くて、苦しくて、恥ずかしい思いをさせて

おきながら、どうしてそんなに楽しげにしていられるのよ」 

「私にあんな恥ずかしい思いをさせておきながら、自分だけはのうのうと、へらへら

と脳天気に笑っていられる、その神経が癪に障るのよ」 

「いったい、なんの話題でそんなに楽しげに盛り上がっているのよ？ まさか、私の

無様な姿を吹聴して、みんなで嘲笑っているの？ きっとそうだわ、そうに決まっ

ている。非道い、非道過ぎる！許せない！！」 

「それに、あんなに暗い冷たい雨の夜に私を置き去りにすることないじゃない」 

「私が消滅してもなんともないと思っている、あの時も、そして今でもきっと」 

「せめて私が気を取り戻すまで、そばにいてくれたってよかったじゃない」 

「私の本当の姿を見てしまったのなら、責任を取って欲しい、私の本当の姿を見てい

ないなら．．．私にあれだけのコトをしておいて、墜ちていく私を見ようともせずに

立ち去るなんて､そんなこと絶対に許せない」 

（私が、私があんなに美味しそうに焼けていたんだから、あったかいうちにせめて一

口くらい喰べてくれればよかったじゃない．．．） 

（一口喰べれば、きっと二口目も喰べたくなる．．．そうさせる自信があるのに） 

（二口喰べたら、もう止まらなくなって・もう我慢できなくなって最後まで喰べたく

なるくらい私は美味しいのに） 

（全部喰べ終わってから、満足そうに・幸せそうに、からっぽになった私を見下ろし

て『美味しかった』って言って欲しかったのにぃぃぃぃ！！！） 
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アリスが物思いにふけっていると、それまでずっと黙っていた上海人形が突然しゃ

べり出した。 

「アリスは魔理沙にそばにいてほしいのね」 

「アリスは魔理沙が好きなのね」 

 

ボキッ 

 

上海人形の首が折れる音がアリスの工房に響き渡る。 

 

「怒った、アリスが怒った」 

「怒るのは図星、図星だから怒る」 

 

アリスは言う。 

 

「そうよ、その通りよ、私は馬鹿な女よ」 

「これじゃまるで、馬鹿な男の劣情を刺激することを至上の目的に、さらなる馬鹿な

男が、愚劣で破廉恥な妄想のおもむくまま、いやしさに任せて書き殴った陳腐で通

俗的で、ジェンダーフリーやポリティカルコレクトの原則を無視した四流小説、い

え、小説とすら呼べない第二階梯（悪霊クラス霊位階）チャネリング毒電波掲示板

に垂れ流されるﾈﾀ ｶｷｺ、アルデバランの邪悪なる精神生命体が地球人類を堕落させ

精神汚染による地球侵略を目論んで発信した淫夢邪念波放送に登場する人物造詣も

なにもされていない女．．．ただ男を喜ばすため、愚劣な男どもの都合がいいように
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行動するように、餌食になるために、慰みモノになるためだけに合成された馬鹿女

と同じじゃないの」 

「これじゃ、まるで．．． これじゃ、まるで．．．」 

 

そこから先の言葉を言うことに激しい抵抗があるのか、アリスは言葉を途切れさせる。 

 

それを継ぐかの様に上海人形が言った。 

 

「まるで、自分をレイプした相手を好きになる馬鹿女みたい。キャハハハハ」 

 

グシャッ 

 

上海人形の頭部が踏みつけられ、潰れる音がアリスの工房に響き渡る。 

 

「アリスは魔理沙がだぁ～い好き」 

  「おだまりなさい」 

「アリスは魔理沙にかまってほしい」 

  「そうよ、その通りよ、だからもうやめて」 

「アリスは魔理沙に自分だけをみてほしい」 

  「そうよ、私は馬鹿な女よ」 

「アリスは魔理沙にレイプされたがっている」 

  「嫌！もうやめて！！」 

「アリスは魔理沙にずっと自分のそばにいてほしい」 

  「魔理沙､私を助けて」 

 

頭部がめちゃめちゃに潰れた上海人形が、いまだにしゃべっているのであろうか？ 

 

違う！！ 

全ての言葉がアリスの口から発せられていた。 

上海人形の甲高い声も、アリスの口から発せられているのだ。 
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「アリスは魔理沙がだぁ～い好き」 

  「おだまりなさい」 

「アリスは魔理沙にかまってほしい」 

  「そうよ、その通りよ、だからもうやめて」 

「アリスは魔理沙に自分だけをみてほしい」 

  「そうよ、私は馬鹿な女よ」 

「アリスは魔理沙にレイプされたがっている」 

  「嫌！もうやめて！！」 

「アリスは魔理沙にずっと自分のそばにいてほしい」 

  「魔理沙､私を助けて」 

      ・ 

      ・ 

      ・ 

 

アリスは一人でぶつぶつと腹話術による一人芝居を続けながら天井を見上げ、エー

ンエーンと子供っぽい声を張り上げて泣き出した。 

アリスの目からは大粒の真珠のような涙が零れ落ち続けた。 

この涙が全て真珠なら、アリスの工房は遠からず真珠で埋め尽くされることだろう。 

 

しかし！彼女の顔をよくみると、ニタニタと哄っている。 

 

天井を見上げ涙を流し続ける彼女の目、まるで死んだばかりの死体のように瞳孔が

ぽっかりと奈落のように開いたラムネ瓶のビー玉のような青い目には、明らかな狂気

の光が宿っていた。その姿は古代ローマ帝国で火炙りの刑に処せられながらも信仰を

守り抜き、法悦に身を焦がして死んでいく修道女の姿のように神々しくすらあった。 

 

「魔理沙魔理沙魔理沙魔理沙魔理沙魔理沙魔理沙魔理沙魔理沙魔理沙魔理沙魔理沙．．． 

 会いたい会いたい愛したい、苦しい苦しい狂おしいぃぃぃ」 

「あああああ、私をこんな気持ちにさせる魔理沙を許さない」 
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「魔理沙を殺してあげる」 

「可愛い魔理沙、素敵な魔理沙、昔の私に、遠い昔の私にそっくりな、キラキラした

魔理沙をいつまでも私のそばに置いておきたいぃぃぃぃ」 

「でも魔理沙は逃げる、どんどん高みに昇っていく、光速で私の手の届かないトコロ

へ行ってしまう。ねたましい。どうして私は憑いて逝けないの？もう、私の才能は

限界なの？悔しい．．．悔し過ぎるぅぅぅぅ」 

「魔理沙を人形にしてあげる、魔理沙の今の姿を記録し、固定し、保存してあげるう

ぅぅぅぅぅぅ」 

「ぅヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶ」 

 

 暗い舞台の中、スポットライトを浴び、甲高い声で台詞を喋るアリスの姿は、３０

代半ばを過ぎたにもかかわらず、若作りをして１７歳の少女を演じようとするいつま

でも目の出ないアングラ劇団の女優のように、老けて薄汚れ、芝居じみて見えた。 

 

そして、なぜか上海人形の頭が潰れた床の上には、赤黒い粘液のようなものが滲ん

でいた。 

 

（ところで、自分をレイプした相手を好きになる女など、居るのだろうか？ そのよう

な文章表現は女性蔑視ではないのか？ 確かにそうかもしれない。しかし、考えて欲

しいのだが、新型・無差別・残虐・大量殺戮爆弾を２発も落とされ、被害に遭った

人間は体中ジュクジュクに焼け爛れ、熱いピザの上のモッァレラチーズのように融

けた皮膚が指先から垂れ下がったまま悶え死ぬような悲惨な目に遭わされたと云う

のに、爆弾を落とした国の言いなりになるばかりか、爆弾を落とした国を大好きに

なっちゃうような馬鹿な国や大馬鹿な政府や薄ら馬鹿な国民だって、どこかに居る

かもしれないのだ。あっはっは。「アリスは魔理沙が大ぁ～い好き！」） 

 

 

 

 

 



 13 

第二章 『罠』 ～さそり座のアリス～ 

 

アリスはどうやって魔理沙を罠に嵌めるか考えた。 

（かかったなぁ～！！） 

「新しい、珍しい魔導書を入手した」 

とかなんとか言って、物で釣れば魔理沙はアリスの家までは来るだろう。 

これまでも、魔理沙が物に釣られてアリスの家まで来たことはあったのだ。 

 

アリスは思う 

「．．．魔理沙、ひどい人。神社や図書館には誘われなくても行くくせに、私のところ

にはいちいち物で釣らないと来てくれないのね．．．」 

 

しかし、その後どうやって眠らせるか、どうやって薬を飲ませるか．．． 

 

魔理沙は万年欠食児であり喰い意地が張っている。お茶やお菓子に薬を仕込めば簡

単に騙せそうにも思えるが、変に勘のいいところもある。万が一ばれたらただでは済

まないだろう。 

 

相手を油断させるには、自分も飲み喰いして見せるのが早道だ。だが、どうやって？ 

使うのは、一滴で象もイチコロの強力な睡眠薬であり、わずかでも自分の口に入れ

るわけにはいかない。 

 

自分と魔理沙、それぞれに一個ずつ出したお菓子の一方に仕込むとバレる可能性が

ある。 
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取り替えようなどと言い出されたら終わりだ。 

そこでアリスは一計を案じた。 

 

人間は、自分で選んだものに対してはほとんど警戒しない。それを利用した単純な

トリック。 

 

（「自分は自分を信じていない」「自分ほど信用にならない存在は無い」と言い切る人

間ですらも、自分を信じないと言い切る自分の理性．．．批判精神は信じているもの

である。 

むしろ、自己批判のできる自分は頭がいい（病識がある自分は狂って居ない）と心

の奥では思っている分タチが悪いとも云える．．．そもそも、「狂った人間には病識が

無い」だから、「自分には病識があるので、自分は狂っていない」という理論自体が

矛盾しているのだ。本当に正常な人間が「自分は狂っているかもしれない」などと

本気で考えるだろうか？ 「自己批判のできる自分は頭がいい」（病識があるから自

分は狂っていない）と考えている自分に対して「「自分には病識があるから狂ってい

ないと思い込むこと自体自分が狂っている証拠なのかもしれない」という自己批判

ができるので自分は狂っていない」といえるかどうかを繰り返し考えていると、再

帰処理のし過ぎで頭がスタックオーバーフローを起こして再帰不能に陥ってしまう。

たとえば、自己判定機能のついたシステムがあったとして、絶えず自分が狂ってい

るかもしれないという意味の黄色ランプが灯りっぱなしだったとしたら、そんなシ

ステムを信用して使おうとする人間など居るだろうか？ 完全な自己批判が不可能

だということは、チューリングやゲーデルによって証明済みだというのに．．．（きっ

と黄色ランプが消えたときが狂ったときなんですぜ！ お前の心のランプは何色

だ？ コンディション・グリーンでＧｏ！Ｇｏ！Ｇｏ―――！！） 

ま、再帰のココロは解脱のココロ、ここで終わりだと感じたら自分の代で打ち止

めにするのも仏心というものですよ。割り込み話が長すぎましたね、ふぅ） 

 

魔理沙は紅茶を飲むとき、お茶一杯に対し、角砂糖なら３個は入れる。 

そして、少なくとも２杯は紅茶を飲んでいく。 

アリスはいつも紅茶一杯に対して角砂糖は一個だ。 
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角砂糖はレース模様の飾り紙を敷いた藤細工のバスケットに入れて出す。 

 

角砂糖に、一滴で象もイチコロの眠り薬をたらしておくのだ。 

ただし、つけた本人しか気づかないような微かなしるしをつけた６つの角砂糖にだ

けは薬を仕込まないでおく。 

当然、アリスは薬の入っていない角砂糖を選びつづける。 

魔理沙が偶然薬の入っていない角砂糖のみを選び続けることに成功したとしても、

２杯目には必ず睡眠薬入りの角砂糖を引き当てることになる。なにかイレギュラーな

ことが起きて計画がバレそうになっても、そのときは手が滑ったふりをしてポットを

角砂糖の上に倒すなりして、角砂糖を全て片付けてしまえばいい．．．そこまで考える

とアリスは早速準備をはじめた。 

角砂糖に薬をたらすと、その部分が溶けて凹んでしまい、その対策に手間取ったり

もしたが、なんとか２日で準備を終わらせた。 

そして今日、これから起こることを何も知らない（はずの）魔理沙がのこのこと葱

を背負った鴨のようにアリスの家にやってきてしまったのである。 

 

魔理沙がアリスの家の入り口を元気一杯に勢い良く開くと、何十年も前から空気が

滞っていたようなアリスの家の中に風が流れた。 

 

一瞬、流れてくる杜の匂い、朽ち果てていく樹々の匂い、黴の匂い、茸の匂い、湿

った菌類の匂い．．． 

茸や黴のような菌類は、人形の大敵である。黴は人形を朽ち果てさせる。木の人形

はもちろん、ドールヘアーをボロボロにし、半永久ともいえるビスクドールの釉薬で

コーティングされたガラス質の滑らかな肌すらも、黴の醸し出す腐食物質によって少

しずつ溶かされ、浴室に置かれた鏡が湿気を好む黴によっていつのまにか不透明にな

ってしまうように色艶を失わせてしまう。アリスは茸の、黴の、菌類の匂いを嫌悪し

ていた。 

 

アリスの家の壁一面には棚がしつらえられており、そこには人形が所狭しと、まる

で難易度の高いクレーンゲームの景品のごとくギチギチに詰め込まれている。人形の
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種類も、上海・蓬莱・フランス・オランダ・チベット・京都・ロンドン・ロシアン・

オルレアン♪．．．まるで人形の博物館のように古今東西の人形が揃っている。 

あるいは、婚期を逸したココロとカラダのさみιぃ OL が、ファンシーショップで

買い漁ったかわいらしい縫い包みを、これまたかわいらしいパステルカラーで丸っこ

い自家用車のリアウインドウにこれ見よがしに飾る姿を彷彿とさせる。 

“きてぃ”に“みっきー”に“すぬちゃん”．．．おお脳（懊悩／OH！NO！）がふぁ

んしーになるぅ。縫い包みと糸吉女昏・ｹｺｰﾝ・ｺｹｺｯｺするつもりなのかぁ！？ んｯ！？

（筆者は誰に喧嘩を売っているのであろうか？？？わはははは、ひでぇ） 

 

しかし、魔理沙は気づかなかったのだろうか？風に吹かれた木々の梢がざわめくよ

うに、人形たちがひそひそと、ざわざわと、まるで琵琶法師が奏する平家物語の壇ノ

浦の一場に嗚咽する亡霊達のようにざわめいたのを。 

 ．．．こんなﾄｺﾛに耳だけがぁ．．． 
 

人形たちのざわめきは、不幸な犠牲者のその後の運命を嘆くすすり泣きのようでも

あり、自分たちの仲間が増えることに対する喜悦の歓声のようでもあったのさ。 

 

やってきた魔理沙は開口一番言った。 

「珍しい魔導書が手に入ったんだって？早く見せろ！」 

アリスは「ガストロノミコン ～究極の美食の書～」という題名が金文字で掘り込ま

れた重厚な本を魔理沙に手渡す。 

つまらないところで計画がばれるのも嫌なので､ちゃんとそれらしい本を用意して

置くあたり、アリスの几帳面さがよく表れている。 

魔理沙は奪うように本を手に取ると早速目次から読み始める。 

「第一章 食とはなにか ～食餌行為の再定義～」 

「第二章 美味とはなにか ～人は何を美味と感じるか～」 
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「第三章 飽食の時代の美食 ～完全栄養食について～」 

「第四章 生物の複製法 ～植物から高等動物まで その具体的手法～」 

「第五章 ｉＰＳ細胞 ～人間の部分複製に関わる倫理規定と法解釈～」 

「第六章 ニューギニア奥地の風土病にみる異常プリオンに関するケーススタディ」 

「第七章 クロイツフェルト・ヤコブ病 ～発症のメカニズムと対処法～」 

「第八章 来るべき宇宙時代に向けて ～多世代恒星間移民船内での人体の有効利用

～」 

      ・ 

      ・ 

      ・ 

 

アリスが、「必ずしも魔導書とはいえない内容だけれど､魔理沙の研究には役に立つ

のじゃないかしら」といった言葉も耳に入らないほど、魔理沙は本に没入してしまっ

ている。 

 

ふーん、なるほど．．． 

「極地や砂漠地帯など、農耕が不可能な地域では動物の血を生で飲んだり、草食動物

の腸の内容物（軟便）を食す行為が美食とされているが、それはその地域で暮らす

人間が慢性的なビタミン不足であり、それらを食べないと死んでしまうからだ」 

「ウサギは自分の軟便を食すが、その際『軟便を食べないと消化不良で死んでしまう』

などと考えてはいるまい、ウサギはただ『自分の軟便を美味しい』と思って食べて

いるのである」 

「食の美味・不味は肉体の維持と不可分である」 

「食とは、対象を分子レベルまで分解し、自分の肉体として再構築する行為だ」 

「分解～再構築に必要なエネルギーが最小となる食品が理想の食品といえる」 

「栄養に偏りのない人間にとって最高の美食とは、人間の持つ栄養を全て過不足なく

備えた食品である」 

      ・ 

      ・ 

      ・ 
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アリスが「お茶、淹れるけど、飲むでしょ？」と聞いても魔理沙は上の空である。 

 

アリスは「こんなことなら心配して準備に手間をかけるんじゃなかった．．．」と思い

始めたが､油断は禁物、ここで手を抜いて失敗するわけにはいかない。 

 

アリスは記憶を手繰る。 

「こんなとき、今までだったらどうしていたかしら．．．」 

なるべくいつもどおり、警戒されないように事を運ばなければならない。 

 

「お茶、ここに置くわよ、角砂糖は３個だったわよね」 

「本に夢中になって、こぼさないでね」 

と言いながら、アリスは緊張した面持ちで薬を含んだ角砂糖をティーカップに入れて

かき混ぜる。 

スプーンがカップの内面にぶつかるカチャカチャという音が、異様に大きく耳障り

に感じられる。 

アリスは「こんなことが以前にもあったわよね、なんだか遠い昔の、幸せな記憶み

たいね．．．」と思い始めていた。そしてこれから自分がしようとしていることを考え

るとアリスの心はチクチクと痛んだ。 

 

魔理沙が本を読みながらティーカップに手を伸ばし、引き寄せて、口元に運び、今

まさに口をつけようとした瞬間、それまで大人しくしていた上海人形が壊れた機械の

ように突然ガチャガチャと全身を震わせた。 

テーブルには椅子が三脚添えられていて、魔理沙とアリスが向き合って座る配置に

なっているが、もう一脚に上海人形がずっと最初から座っていたのである。その上海

人形が、「魔理沙、それを飲んじゃだめだ」と言わんばかりに手脚をばたばたさせはじ

めたのだ。 

 

魔理沙は上海人形に気づくとぎょっとして言った 

「上海、どうしたんだ？ 頭が包帯だらけじゃないか！？」 
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（アリスは、睡眠薬の準備と平行して、ほとんど徹夜で上海人形を修復したのである） 

 

アリスは魔理沙の死角から上海人形を般若のような形相で睨み付けた。 

その睨みは、その眼に狂気を宿した月のウサギすらも怯むのではないかと思えるほ

どに強烈な一瞥だった。 

 

【宣伝】 

  
▲月の殺人毒電波ウサギさん Tシャツ＆マグカップ．．．お譲りします、貴方に。 

極東神殿騎士団 http://luminel.pro.tok2.com/ 

 

そのすさまじい眼光に射貫かれた上海人形は死んだかのようにぱったりと動くのを

やめ、力なく手脚と首を重力のおもむくままだらりと垂らした。 

 

「階段から落ちてぶつけて怪我をしたのよ、なんでもないわ」とアリスは言い放ち、

目の合った魔理沙に対して、ゾッとするほど優しい菩薩のような微笑．．．仏像のよう

な、あるいはトゥト･アンク･アメンの黄金のミイラマスクのようなアルカイックスマ

イルを向けた。（外面似菩薩、内心如夜叉／げめんじぼさつ、ねしんにょやしゃ） 

 

魔理沙は言った 

「今日のアリス、なんか変じゃないか？」 

 

アリスは、自分の計画がバレたのではないかと内心ギクリとしたが、半ばどうにで
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もなれという気持ちで立ったまま見下ろすように、椅子に座った魔理沙の目を見据え

て言った。 

「それより、お茶はどうかしら」 

言ってしまってからアリスはしまったと思った。これでは魔理沙の意識をお茶に集

中させてしまうことになる。味やにおいの微妙な違いに気づかれてしまうかもしれな

い。 

（嘘をつくとき、男は目を逸らすけれど、女はじっと見つめるそうである．．．愛し合

ってるときとは逆なのかしら？ 女は愛し合うときみんな嘘つきになるのかしら？ 

女は愛するが故に嘘をつくのかしら？ ．．．どうだ・んｯ！ 下品に哲学的だろ！？ ん

ｯ！？） 

 

アリスは思った。 

魔理沙は、私の計画に気づいたら怒るかしら？ 殴るかしら？ 

どうせ私を殴るなら、死ぬまで殴ってほしいのに．．． 

貴女が、他の誰か．．．私以外の誰かのところに行くのをもう見たくないの、私以外の

誰かと話すのを聞きたくないの、あの日あなたにメチャメチャにされてから、私の頭

の中の歯車は狂ってしまったの、完全に壊れるまで魔理沙に遊んで欲しいの、貴女の

忘れられない思い出になりたいの、貴女の人生のかけらになりたいの、私は貴女のミ

ルク飲み人形になりたいの、貴女が私を卒業して、私を必要の無い存在だと思って、

私を誰かにお下がりに出して、お下がりなんてイヤだって泣かれるなんて耐えられな

いの。私をめちゃめちゃにして壊して欲しいの、私はあの日以来魔理沙に壊されるこ

とを待ちつづけているお人形になってしまったのぉぉぉぉ。 

 

魔理沙はアリスの尋常ならざる雰囲気に呑まれたのか、アリスを見据えながら紅茶

を一気に飲み干した。 

 

飲み終わっても魔理沙はアリスと見つめ合っていた、アリスは薬の入ったお茶を飲

んだ魔理沙から目を離せなくなってしまい、魔理沙は自分を意味ありげに見つめ続け

るアリスから目が離せなくなってしまったのだ。 
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いったいどれくらい時間が経ったろうか、１分と経っていないはずなのに、永遠と

も思える時間の後に魔理沙の上半身が椅子に座ったまま大きく左右にぐらりぐらりと

揺れだした。本人は上半身を垂直に保とうとするのに、見えない糸・操り糸によって

一方に引っ張られ、それを立て直そうとすると垂直を通り過ぎて反対側に傾く。それ

を繰り返すうちにまるで回転数が落ちてきた独楽のようにますます振れ幅が大きくな

り椅子に座っていることすら難しくなって、最後は糸の切れた操り人形のように床に

だらしなく倒れこんでしまった。 

 

魔理沙は、飼い主に首を締められ殺されかけている愛玩動物のような目でアリスを

睨むと言った 

「裏切ったのか、アリス．．．信じていたのに．．．」 

アリスの心が、ひと際チクチクと痛んだ。 

とろとろと苦い高級チョコレートのような勝利と復讐の陶酔と甘く後を引く背徳的

な罪悪感。 

 

薬の魔力に抗い、眠るまい・目をつぶるまいとして、白目をむいた状態で魔理沙は

深い眠りに堕ちていく。 

 

それを眺めながら、アリスは一人つぶやいた 

「裏切りだなんて、人聞きが悪いわねぇ、コロコロと転がっていくからココロという

のよ、一箇所に留まっていたらそれこそ病気でしょ」 

「それに、今までずっと私を裏切り続けて来たのは貴女」 

「私から全てを奪っておきながら、私のことを何も見ていなかった貴女」 

「私の心を奪っておきながら、私の心を知ろうともしなかった貴女」 

「釣った魚にエサはいらないなんて、油断していた貴女」 

「貴女は、水槽の猛魚・鳥籠の猛禽・檻の中の猛獣を甘く見て、ノコノコと水槽・鳥

籠・檻の中に自分から嵌まり込み、その軟らかく無防備で、甘くてしょっぱくて甘

酸っぱい、官能小説にありがちな貴女の体を食いちぎられ喰べられてしまうの」 

「貴女が悪いのよ！！」 
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 魔理沙、お休み。 

お休み魔理沙、よい夢を。 

そっと目を閉じて、お休みなさい．．．ぐっすりお休み、眠り姫。 

（永遠の「一回休み」よ．．． ひっひっひ） 

 

「魔理沙、やっと貴女を捕まえた。これから貴女を私だけのお人形．．．可愛い可愛い

縫い包み、『人間剥製』にしてあげるわはははｈ。 

．．．アリスは、白雪姫から世界一の美女のタイトルを奪還した直後の王妃のようにけ

たたましく笑った。いひひひひひひひひ（藁） 

 

私をいいようにあしらって、いつまでも自分の思い通りになると思っていたタワケ

な魔理沙ちゃん。 

その私に騙された間抜けな魔理沙ちゃん。 

今は気を失って虚気（ウツケ）な魔理沙ちゃん。 

そして、もうすぐ内臓を抜かれて腑抜け（フヌケ）な魔理沙ちゃんになってしまうの

よほほほほほほほほぉ～ｯ！！ （ﾀﾜｹﾏﾇｹｳﾂｹﾌﾇｹﾀﾜｹﾏﾇｹｳﾂｹﾌﾇｹﾀﾜｹﾏﾇｹｳﾂｹﾌﾇｹ．．．） 

 アリスはそういいながら、バレリーナかスケーターのようにつま先立ちでクルクル

と回転し、ピョンピョンと部屋中を飛び跳ねた。おおっと！ トリプルアクセル！！ 続

いてダブルルッツ！！さらにｯ、さらにｯ、禁じ手の、掟破りの縦系演技、ムーンサル

ト（月面宙返り）だぁｯ！！ そしてｯ有り余る推力重量比を生かしたテイルスライド．．．

いや違う！ これはプガチョフコブラにフックだぁｯ！！ ブクレシュティの白い妖

星、アリス・マーガトロイド、得点は、なんと 10.00 ｯ！！ 眼福ですｯ！！ スポー

ツ解説者生活 25 年、これほどの演技をｯ、肉眼でｯ、目の当たりに出来るなどｯ、信じ

られません！！ 向こう正面の鶯谷親方、今の演技をどうご覧になりましたか？？ 

「いやぁ、もう何も言うことはありません。メリケン帝国のラプトルはもっとすごい

演技が出来て、さらに隠密性能が高いといわれていますが、実際に見てみないとな

んともいえませんねぇ。今現在目に出来る中では最高の演技だと素直に感嘆する以

外にありませんよ、通常このテの演技をするためには長い助走と溜めが必要なんで

すが、ほとんど助走なしで技を連続して繰り出していますよね、VTR のこのシーン

を見てもらうとわかるんですが、ダブルルッツからムーンサルトに至る流れに、一
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瞬の隙もないでしょう？ これは余剰推力が大きいことの証拠です。それと、演技

開始から終了まで、速度は 120ノットからほぼゼロまで落ちていますが、高度は 50

フィートと落ちていないように見受けられます。立ち合いの際のすさまじい脚力か

ら発せられる強靭なバネによる踏み込み、明らかに失速状態であるにもかかわらず

にコントロールを失わない踏ん張り、そして、しぶとく飛行領域に残る粘り腰（「粘

り腰」．．．なんてインビな響きだろう）。絶対領域が見えそうで見えないトコロもポ

イント高いですよねぇ。ああ、アリスに蹴られてみたい、放送席からも、テレビか

らも見えない絶対領域が、蹴られる寸前に、蹴られる人間にだけ瞬間的に見える．．．

いわゆる一つのアリス・キック、彼女が一部で“蹴リス”と呼ばれるのがわかる気

がします。うひひひひ」 

おおっと、これはいけません、向こう正面の鶯谷親方が鼻血を流しています、かな

りの出血量のようです。いったんここで放送を中断させていただきます。 

以上、アリス・マーガトロイドの演技について、放送席からお送りしましたｯ。 

（今の体操競技の採点方法は１０点満点じゃないのは知ってるｹﾄﾞさ、もともとわかり

にくかったのが、ますますﾜｶﾗﾝようになっちゃったよﾈ） 

 

（そして、アリスの独白が続く） 

タワケでマヌケでウツケでフヌケな魔理沙ちゃん。うふふふふふふふ、うひゃひゃひ

ゃひゃ！！ 

 

普段あまり感情を表に現さないアリスが声を発てて嘲った。嘲い過ぎて呼吸困難に

陥ったのか、嘲い終った後もしばらく「ﾊｧﾊｧ」と呼吸を整え、一呼吸置いてからまた

嘲い、一通り嘲い飽きてから、ずい、と魔理沙に迫る。 

魔理沙は先ほどからイビキをかいているが、だんだんイビキの音が大きくなってい

くようだ。 

睡眠薬で自殺を図った人間が、余りにも大きなイビキをかいて通報され一命を取り

留めるということがよくあるが、魔理沙がイビキをかくのも無理はない、象もイチコ

ロの睡眠薬を盛られたのだから。 

 

ぶごーっ、ぶごーっ、ぶごーっ、ぶごーっ！ 
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アリスは微笑む 

「うふふ、魔理沙ったら、まるで発情したメスブタみたいな声で鳴くのね」 

（そんなコト言われたってなぁ、魔理沙だもんなぁ、ぶぃぶぃいうよなぁ．．．ぶぃぶ

ぃｯ!!） 

「そうよ、貴女雌豚だったのね」 

「どうりで意地汚いと思ったわ」 

「でも、可愛いわ、可愛いわ、可愛いわ、食べちゃいたいくらい可愛いわ」 

「でもでも、我慢・我慢、食べちゃったら縫い包みを作れなくなっちゃうわ」 

「それにしても、誰の夢を見ているのかしら、私の夢を見て私に発情してくれてるな

ら嬉しいけど、他の相手なら許せないわねぇ」 

 

とりあえず、外から覗かれないようにカーテンを閉め、魔理沙のトレードマークの

帽子を手に取ってアリスは魔理沙を抱えあげる。 

魔理沙の頭を自分の左胸に押し付けるようにして「お姫様抱っこ」をしようとする

が、それをするには魔理沙は大きすぎて頭が安定しない。 

「ぶごぶご」とイビキをかいている魔理沙の口からタラタラと生暖かく、さらさら

としたヨダレがこぼれ落ち、アリスの左胸をじっとりと濡らしていくが、なぜかアリ

スはそれを嬉しそうに眺める。 

 

魔理沙を抱えたアリスが、人形のびっしり詰まった棚の前で凛とした声で呪文（パ

スワード）を唱える。 

 

「ギニョール、ギニョル、ニンギョニル。 

我、神の猿たらんと欲する魔導師なり、 

 神が泥を捏ねてつくりし神の似姿に似せて、 

 我、神の似姿のさらなる似姿を作らんと欲するものなり、 

 主よ、願わくば、我に神の似姿の真なる名を示したまえ」 

 

すると、棚が左右に開き、地下への隠し通路が現れる。 
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アリスがその中へ脚を踏み入れると棚は何事も無かったかのように元通りに閉じて

しまう。 

 

地下への通路は人が両手をいっぱいに広げれば両方の壁に手をつける程度に狭い。 

左右が切り立って石壁のようになった階段を、アリスは魔理沙を抱え、ゆっくりと降

りていく。天井がやたらと高い石作りの通路に、一歩一々脚を踏み外さないように歩

くアリスの足音が響く。 

小さな体の魔理沙に比べて、頭一つ分は背が高い、コーカソイド（ヨーロッパ白人）

特有の、四肢が長く背が高い体格をしたアリスは、一見して細身で華奢、見ようによ

ってはひ弱にも見えるが、魔理沙を抱いたまま息を切らすでもなく、よろめくことも

無く体重移動の少ない無駄のない動きで階段を降りていく。その姿からは自分の体重

ほどもある獲物を咥え、すんなりと伸びた体を鞭のようにしならせて優雅に・誇らし

げに歩くネコ科の大型肉食獣にも似たしたたかさが感じられる。 

  

▲アリスは「とらとらさん」というよりは．．． 
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▲「たぬたぬさん」じゃないかと思う。何かを訴えかけるような瞳がキュートな 

たぬプリちゃん。 

 

わき道のない階段をまっすぐ十数メートルも下ると、高さ５メートル近くはあろう

かという青銅と思しき金属製の重厚な扉のある玄関前広場に突き当たる。門には苦悩

する人、叫ぶ人、逆さに落ちていく人などの姿が彫刻されており、ロダンの「地獄の

門」に似ている。（「この門くぐりたる者、全ての希望を棄てよ」） 

 

観音開きの青銅の扉が、ゆっくりとゴリゴリというような重苦しい音を発ててひと

りでに開いていく。 

 

開いた扉の向こう、暗い中に、何かがいる。赤く光る目が輝度をじわりと上げる．．．

奥へと通じる通路の左右に、門番を勤める偶像が配置されているのだ。 

身長３メートル以上の巨人様の漆黒の体、エメラルドやルビーやサファイアが象嵌

された金の腕輪に金の肩飾り、胸飾り、腰飾りを身にまとい、ラピスラズリ（群青）

のアイシャドーが施された目と口の周りを金で縁取ったその威容。向かって左側に黒

い山犬の頭を持つアヌビス神、右側にワニの頭をしたセベク神が今まさに招かれざる

侵入者をその手で握った金の槍の穂先で貫かんとする姿が見る者を圧倒する。 

よほど根性の座った盗賊でも、この人身獣頭の２体の門番を見れば恐れをなすに違

いない。 

アリスがその通路に差し掛かると、二つの偶像の目がギラギラと純粋に赤い拡散レ

ーザー光のように怪しく光りだす。 

二つの偶像の中からは、殺人蜂の羽音のような、ブーンという耳障りで、明らかに
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敵意のこもった音が響きだす。 

ただし、アリスは招かれざる侵入者ではない。それを証明するための呪文をアリス

は唱えはじめる。 

 

「汝、冥界の案内人アヌビスよ、 

 汝、ナイルの支配者セベクよ、 

 古の契約に基づき、汝らの盟主アメン・ラーの名のもとに命ずる。 

 速やかに汝らが守りし冥府の門を開け放ち、我が前に道を示せ」 

 

アリスが呪文を唱え終わると、どこからとも無く声が聞こえた。 

 

「ぱすわーどちぇっくくりあ」 

「声紋ぱたーんちぇっくくりあ」 

「虹彩ぱたーんちぇっくくりあ」 

「あすとらるぱたーんちぇっくくりあ」 

「ばいおめとりくす認証完了」 

「あすとらるめとりくす認証完了」 

 

  ・ 

  ・ 

  ・ 

 

それは、男性の声でもなく、女性の声でもない、人間ならば当然あるはずの呼吸の

息遣いが感じられず、それでいて頭の中に直接響くかのように一音一々はっきり耳

に・心に刻み込まれる．．．まるで最後の審判の日に熾天使イスラフィールが全人類へ

の最後通告として吹き鳴らす天界の吹奏楽のような声だった。 

 

怪しく光っていた門番たちの目の光と耳障りな羽音が徐々に弱まり、眼前の扉が開

いた。 

今度の扉は先ほどの重厚な扉よりずっと小さかった。どこか手術室や霊安室の入り口
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を思わせるその扉は、普通の人間ならば入ることがためらわれる雰囲気を醸し出して

いる。 

 

そこがアリスの最終目的地らしかった。 

 

そして、アリスが脚を踏み入れたその部屋には何体もの人形が居た。それが、人形

と呼べる物ならば．．． 
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第三章 『黒と影』 

 

その部屋に入ると、クレゾールやアルコールや樟脳やホルマリンが混じったような、

消毒液や防腐剤のような薬臭い匂いがした。 

 

アリスが脚を踏み入れたその部屋を仮に「玄室」と呼ぼう。 

 

そこは小さな体育館並みの広さがあったが、天井はそれほど高くは無い。２．５ｍ

といったところか。面積の広さの割に天井が低いので、頭を押し付けられるような異

様な圧迫感がある。 

「玄室」だけあって、壁や天井は暗い色をしている。 

床も、暗めの色の陶製のタイルが敷き詰められている。 

 

部屋の中央には無影灯がしつらえられており、そこだけがやたらと明るい。 

そして、無影灯の直下には純白のシーツで覆われたベッド．．．というより、手術台が

置かれている。 

 

そう、ここは手術室でもあるのだ。 

 

そして、部屋の周囲、手術台から十分に離れた場所にたくさんの人形たちが陳列さ

れている。 

人形には、男も女もいる、歳は概ね１２、３歳くらいから、年上のものでも１８、

９歳くらいまでだろうか。肌の色は、透けるような白い肌から、漆黒といってもいい

くらいの肌まで。髪の色は白金色から金、赤銅を経て、黒髪まで。髪質も、直毛から

緩いウェーブ、きついウェーブを経て完全な縮れ毛まで。目の色も、ターコイズ、サ

ファイア、エメラルド、赤瑪瑙から黒瑪瑙まで．．．ルビーの目をして白い肌をした人

形はアルビノだろうか？ 

ここにはあらゆる人種・民族の少年少女達の等身大の人形が陳列されているのだ。 

人形同士の共通点を無理に探すとすれば、写実的であることと、どの人種・民族の

子供も、その人種なり民族なりの美しさを備えており、決して醜い姿のものや、体に
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見てわかるような不具合がないことくらいである。 

思い思いの服装をした子供たちの人形がそれぞれの魅力を最大限にアピールするか

のようなポーズで飾ってある姿は、人種と民族の万国博覧会のようでもあり、平和な

多民族国家の、豊かな質量を誇る百貨店の子供服売り場に飾られたマネキン人形のよ

うでもあった。 

 

ここに飾られている人形は、地上の工房に飾られている人形とはかなり趣が違って

いる。 

地上のアリスの工房に飾られている人形たちは、どれも、一見しただけで人形とわか

るような３頭身や４頭身の造形がされており、身長も実際の人間よりずっと低いが、

この玄室に飾られている人形たちは、どれも写実的で、人間と見分けがつかないくら

いだ。いや、よく近づいてみると、うっすらと産毛まで生えている．．． 

 

既に賢明な読者諸氏は気づいていることとは思うが、ここはアリスのアリスによる

アリスのための人間剥製製造工場であると同時に、アリスを中心とした地底獣国人外

魔境にして人間剥製展示室なのだった！！ 

（ここはアリスしか知らない秘密の地下室『人形の穴』。魔理沙、あなたは人形よ！人

形になるのよ！！） 

 

 人間剥製製造（殺人・死体損壊）は、アリスにとっては日常的な一種の気晴らしで

あり、自身の犯行による被害者家族の困惑及び、社会の混乱を眺めて悦に入るなど、

ゲェム感覚で犯行に及んでいる、大変身勝手な空前絶後の犯行であり、人間の尊厳を

踏みにじるその態度には情状酌量の余地が無い。 

 自己中心的で他人の痛みを顧みない著しく偏った人格傾向の発露！！ 

「手術の前には人道的配慮で全身麻酔をかけてるもの」（痛くないわ！） 

「私の痛感神経には、リモート・センサーはついてないわ！」（感じないわ！） 

 自身の孤独癖のために社会的・精神的に孤立感を募らせた挙句、行き詰まって自暴

自棄となり、以前から空想していた連続殺人で自分と同じ苦しみを多くの人間に味わ

わせてやろうと考えた。 

 幼い子供であれば抵抗されずに誘拐できると考え、それを決意した。 
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 環境や教育、精神医療で矯正され得た可能性はゼロとはいえないものの、ほとんど

僥倖に等しい。 

 罪のない子供たちを襲って、反省のそぶりも見せない。 

「罪のない人間なんて、居ないわ！！」 

「罪などなくとも人は死ぬ、それが定めというものよ！！」 

異常な犯行の矛先はどこに向かうかわからない。（あん ああん あん ああん あん！） 

犯人が社会復帰した場合、同様な犯行を繰り返さないという保証はない。 

妄想性、非社会性及び情緒不安定性の複合的人格障害者ないしは他者に対して冷淡、

残忍、冷酷な情勢欠如を中核とする人格障害者であって、しかも、他罰性、自己中心

性、攻撃性、計画性が顕著で、その人格障害の程度（人格の偏りの程度）は非常に大

きいと認められる。 

要するに、被告は、被告自身の生活態度の当然の帰結ともいうべき精神的、社会的

行き詰まりに理不尽な怒りを募らせ、いささかも反省自戒することなく、その責任を

すべて社会に転嫁し、自分の思いどおりに事が運ばないことの八つ当たりとして本件

に及んだものであり、どのように考えても、酌量すべき点など毫（ごう）も存在しな

いというほかない。 

結果の重大性、犯行の残虐性、遺族の被害感情、社会的影響、犯行動機、犯行後の

情状など本件のありとあらゆる事情が、いずれも、被告の刑事責任がこの上なく重大

であることを示しており、被告に科すべき刑は死刑以外にはあり得ない。 

「死ぬことにはビビっていないわ！」 

死刑に犯罪抑止効果があるかどうかは意見の分かれるところだが、死刑になった犯

罪者には再犯の危険がない。 

「私は反省しない、私にはもう未来がないから反省しても意味がない！！」 

「事故や災害や戦争で大勢死ぬのと、私に殺されるのと何が違うのよ！？」 

「私は自己責任で人を殺している．．．全ては私の罪で、罪にはいつか罰が下されるだ

ろうけど（私、粛清されちゃう！ああ、うっとり）．．．民主的な選挙で選ばれた政治

家が始めた戦争で大勢死んでも、誰も責任を取ろうとしないじゃない．．．連帯責任

は無責任じゃない！」 

 

自機以外は全部『敵』 
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ゲェムのし過ぎによって、ゲェムと現実の区別がつかなくなった残酷なゲェム脳 

 

ゲェマァに善人はいない！ 絶えず他人を打ち負かすｺﾄ・出し抜くｺﾄしか考えていな

いゲェマァが善人である筈が無い！！ その中でも特に「シュゥタァ」は攻撃性・衝

動性が高く、破壊的かつ直情径行で最悪に決まっている！！！ い～や、もう決まっ

たｯ！！！！ 

（お前なんか、決め付けてやる！ 決め付けてやるｯ！！） 

 

さらにｯ！ 同人誌即売会など、人間の屑の逝く処ですｯ！！ 恥を知りなさいｯ！！！ 

（ぎゃはははははははｈ） 

 

（幻想郷は弱肉強食。『人生の勝利者』こそが正義。『負け犬』には人権など無い、ウ

ィナー・テイクス・オール！！究極の実力社会にして格差社会！！実力主義に反対

するのは、お前に実力がないからだろ、んｯ！？これこそがグローバルスタンダー

ド！！粛清する側が恒に正しいのだｯ！！イージーモードぉ？？きもぅぃ～！！） 

 

将来有望な外見の美しい人間を剥製にしたほうが自己満足がある。 

いくら将来が有望で、パパやママや兄弟と仲良く平和に暮らしている「よいこ」で

も、私のように頭の狂った妖怪に突然剥製にされちゃうこともあるっていう不条理を

分からせてやりたかったｯ。一度やり始めたら、止められない。 

 

次にやるなら禁断の自己複製（生殖）能力を持ち、人間になりすまして次々置き換

わっていく無差別大量剥製化呪詛人形『ドッペルスナッチ』を使う。その方が数もイ

ケた。 

（人類という名の病原菌を、一匹残らずこの地球上から『消毒』するノダ） 

 

だらだら生きていく魅力がもうこの世の中にはなにも無い。人生の幕引きに一人で

も多く道連れにしたかった。 

 

自分が被害者なら、謝罪されてもうれしくない。だから謝罪しない。 
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．．．アリスよ！ 虫も殺さぬような顔をして、君は一体何人の若い命をその毒牙に

かけてきたのか！？ 

そして、アリスよ！ 君は美少年や美少女たちの、これ以上に無いリアルな人形を

使って、夜な夜な着せ替え遊びにうち興じているというのか？？ 

ああ、なんと耽美でなんとうらやましいことか、（妬ましい、僻ましい、嫉ましいぃ

ぃ）そのあまりに優美で高尚な趣味に筆者は眩暈にも似た羨望を禁じ得ないぃぃ

ぃ！！ （うひひひひ） 

 

魔理沙、危うしッ！！ 危うし、魔理沙ッ！！ このままでは君も遠からず剥製に

されてしまうぞぅぉ～！！ ああ、解剖学の少女魔理沙！！（やめろぉ～ジョッカー！

ぶっとばすぞぉ～！！） 

（早く魔理沙の、早くひん剥かれた、早く可憐な、早く剥製が、早く見たいひぃ～） 

 

耽美は悪趣味、悪趣味は耽美。 

 

（余談だが、ゲェムでは死んだはずの主人公が何度でも生き返るが、そのことによっ

て子供たちが生命の儚さ、命の尊さを理解できなくなり、それによって凶悪犯罪が

増えるという説があるが、どうなのだろうか？ 赤頭巾でも七匹の子山羊でも、原

型になった民話では狼に食べられて終わりという話だった。そうやって、悪い人に

対する警戒心を子供に植え付けるという効果が期待された。しかし、死にっぱなし

では「残酷」だからと、生き返る話に変えられてしまった。あるいは、食育の一環

として、子供たちが飼育した鶏やウサギを屠殺し、解体し、調理するところを子供

たちにも見せるべきだ、さらには子供たち自身にそれらを体験させるべきだ．．．と

いう意見と、そんな残酷なことをさせるべきではない、ウサギに対してしたことを

人間にしたら、どんな気分がするだろうﾊｧﾊｧ．．．と考える子供が出ないとも限らな

いじゃないかという意見があるが、どうなんだろう？ おいしそうなウサギちゃんﾊｧ

ﾊｧ） 
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▲ おいしそう（？）なウサギちゃん、ﾊｧﾊｧ。 

 （この白ウサギ、そのへんで皮をひん剥こうかしら！？） 
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第四章 『カノープス瓶』 ～いのちの器～ 

 

アリスは魔理沙のカラダを、手術台の上にドサリと置く。 

 

アリスが、誰に聞かせるでもなく言う。 

「タワケでマヌケでウツケでフヌケな魔理沙ちゃんシリーズに追加ができたわね」 

「マグロな魔理沙ちゃん、うふふ」 

「タワケでマヌケでウツケでマグロで、もうすぐフヌケになっちゃう魔理沙ちゃん、

うふふふふふふふ、うひゃひゃひゃひゃｈ！！」（勝ち誇ったように笑い狂うアリス） 

 

魔理沙ったら、可愛い。魔理沙ったら、美味しそう。まぐろちゃん！ 

立てば「コシナガ」座れば「キハダ」、泳ぐ姿は「クロマグロ」 

「ふふふ、ｸｽｸｽｯ、クックックククク．．．くろまぐろぉぉぉぉぉ～！！」 

 

先ほどまでは無影灯のまぶしい光を反射して、輝くような純白に見えた手術台の上

のシーツも、よく見るとところどころ鉄の赤さびを水に溶いて垂らしたようなくすん

だオレンジ色の染みが滲んでいる。洗いたてであり、死ぬほど清潔なはずなのに染み

が消えないシーツは、この手術台が何人もの少年少女達の血を吸いつづけてきたこと

を物語っているようだ。 

 

アリスは無造作に上着を脱ぐと下着の上に直接白衣を羽織り、手術帽をかぶる。 

手術用のゴム手袋をはめるが、消毒はしない。 

外科医のコスチュームに身を包むのは、返り血や人体から出る分泌物、汚物による汚

染を防ぐためであり、クランケの衛生面を考慮してのことではないからだ。 

 

ちなみに、アリスの下着は、わずかにレース模様の装飾はされているものの、全体

的にシンプルで白に近い、淡いベージュ色の比較的質素でありふれたものだ。 

（ちょっとオバサンくさいといえなくもない） 

しかし、動物の体内で一生太陽の光を浴びずに生きる寄生虫のように白くほっそり

してぬめりさえ感じさせるカラダを持つアリスが自分の肌よりやや濃いベージュ色の
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下着をぴっちりと、吸い付いているかのように身に付けている様は、その下着の下に

隠された更なる白い肌と、白い肌に囲まれた、おそらくは暖色系の色彩をもつであろ

う特異点．．．絶対領域を連想させ、エロティックな妄想を掻きたてられずにはいられ

ないぃぃぃ．．． 

 

さらに蛇足な描写をすると、アリスの胸はＢカップと C カップの中間といったとこ

ろであろうか。決して大きいとはいえないが、少女らしくも左右対称で円錐形と半球

形を組み合わせた理想的な造形をしている。あまりにも均整が取れて欠点の見つから

ない彼女のカラダの造形は、なにやら作り物じみた人工的な美しさを感じさせる。 

アリスのブラの中身は想像する以外にないが、このブラで上げ底ということは考え

にくいので、ブラの大きさ≒胸の外形寸法と考えて問題ないのではないだろうか。 

 

 実は、アリスのブラの左カップには魔理沙のヨダレが染み込み、冷えたアリスの左

の乳首はブラの中で硬く尖っていたのだが、それはこの話の本筋とは関係ないのでそ

れについての描写は割愛させていただく。 

 

 白衣に着替えたアリスは、おもむろに手術台の脇に置かれたクリップボードを手に

取ると読み上げた。 

「これから、霧雨魔理沙に対する防腐・保存術を行います」 

「まず、グリセリン浣腸を行い、腸の内容物を強制的に排泄させ処理します」 

「また、必要に応じて尿道にカテーテルを挿入し、尿も排泄させます」 

 

「腸および膀胱の内容物の処理が終わった後、肛門から引っ掻き棒を挿入し、直腸を

引っ掛けて脱肛させます」（刺さるよ、刺さるよ．．．ﾊｧﾊｧﾊｧ．．．ぎらぎらした目つき

でアリスは「引っ掻き棒」を見つめた） 
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▲ 昔、エジプトでミイラを作るときに使われた“引っ掻き棒”．．．うふふ。 

 

「大腸を直腸との結節点付近にて分断し、肛門から遊離した大腸を手始めに小腸、十

二指腸、胃、食道と消化物の通過順とは逆順に消化管を肛門から手繰り出して処理

します」 

（うふふ、魔理沙、貴女の菊門に引っ掻き棒を挿入して、貴女の菊門に挿入した引っ

掻き棒をくるりと１回転させて、貴女の菊門に挿入してくるりと１回転させた引っ

掻き棒を引っ張りだすと、貴女の菊門に挿入してくるりと１回転させて引っ張り出

した引っ掻き棒の先端に貴女の直腸が刺さって引き摺りだされるので。貴女の菊門

に挿入してくるりと１回転させて引っ張り出した引っ掻き棒の先端に刺さって捲れ

あがって脱肛した無花果の果実のようになった直腸の外側の皮だけ切ると、貴女の

菊門に挿入してくるりと１回転させて引っ張り出した引っ掻き棒の先端に刺さって

捲れあがって脱肛した無花果の果実のようになった直腸と菊門は分断されるので、

貴女の消化管はずるずるずるずるずるずると、どこまでも引っ張り出せるようにな

っちゃうのよ。そしたらたくさん貴女のお尻から血が出ちゃうわね、そしたらお赤

飯炊かなくちゃならなくなっちゃうわね、そうしてあなたもまた一歩オトナになる

んだわ。オトナになるというコトは成長するというコトで、成長と老化は基本的に

同じもので、人生の終着駅へ向けて一直線なんだわ。そして、消化管が全部出ちゃ

った貴女は、そして一生便秘に悩まされることも無く、そして汚らしい糞を垂れる

必要もなくなり、そして永遠にそして清らかでそしていられるそしてようにそして

なるんだわ。そしてなんて素敵なのかしら、そしてうふふ。ﾊｧﾊｧﾊｧ） 

 

（この物語には、一部犯罪に類する行為、過激な表現が含まれています。犯罪行為に
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あたる場合がありますので、絶対に真似しないで下さい） 

（「よいこ」はマネしない！！） 

（本製品を使用した結果、及びそれによって生じた影響について、当社は一切責任を

負いません） 

（おとうさん、おかあさん方へ．．．この物語は成人指定です。お子さまの手のとどか

ない場所に保管してください） 

（警告．．．何ものにも囚われない記憶の中の子供たちに告ぐ、この物語は毒電波によ

って創られている） 

 

「消化管以外の内臓は、左わき腹を目立たないように、皮膚の筋目にそって切開し、

そこから“哀れ”な『犠牲者』の未だ生暖かく湿ってヌメヌメして、程よくｷﾓﾁｲｲ圧

力の残る腹腔内にじゅぶじゅぶと手を差し込んで摘出します」（切れるよ、切れるよ、

ﾊｧﾊｧﾊｧ．．．ぎらぎらした目つきでアリスはメスを見つめた） 

（ｴﾛいよ･ｴﾛいよ、ｻﾌﾞﾘﾐﾅ～ﾙにｴﾛいよ） 

「摘出した内臓はそれぞれ、ナトロンの塩で脱脂・防腐処理を施した後、カノープス

瓶に封入、保存します」 

 

アリスはどこから取り出したのか、大理石製とおぼしき、人身獣頭の神々の姿を模

した瓶を持ち出してうっとりと眺め、そこにはいない誰かに見せびらかして自慢する

かのごとくに言った。 

「内臓とカノープス瓶の対応は以下の通り」 

肝臓．．．人間の頭部を持つアムセト神 

肺．．．ヒヒの頭部を持つハピ神 

胃．．．ジャッカルの頭部を持つドゥアムテフ神 

腸．．．ハヤブサの頭部を持つセベクセヌフ神 

 

ある意味重厚で不気味ではあるが、その使用目的を知らない人間が見たら、子供た

ちに人気のヒーローものをかたどった子供シャンプーの容器を大型化したように見え

るかもしれない。（アムセト神などは、往年のヒーローキャラクターであるジャイアン

トロボ（まﾞ）シャンプーの容器そのものと言っても過言ではない、ジャイアントロボ
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（まﾞ）がわからないヒトは、まぁ（まﾞ）、アナカリスみたいなモンだと思ってくれぃ。

カイビトって下位ビットのことだよなぁ！？） 

アリスは言う 

「魔理沙、あなたはなんて幸せ者なのかしら、世界一の人形師の手で、永遠にかわい

らしい人形として新たに命を吹き込まれ、その内臓すらも、こんなに本格的なカノ

ープス瓶に保存してもらえるんだから、ありがたいと思いなさい！」 

 

「ああっ、食べたいけど保存したい！ 保存したいけど食べたい！ そんな矛盾をど

うしたらいいの！？ カノープス瓶に保存する前に、ちょりっと一口食べたい

わ！！ 魔理沙のホルモン焼き、魔理沙のモツ鍋、魔理沙のレバ刺し．．．そして、

極めつけは、魔理沙のコブクロ。きゃっ、言っちゃった！ あん、恥ずかしいぃ」 

そう言うと、アリスは頬を紅潮させ、体をくねらせて身悶えした。 

 

さらにアリスは言う 

「古代エジプト人は、脳は鼻水を作るだけの器官と考えて捨てていたそうだけれど、

貴女の味噌を捨てるなんてもったいない（もったいない！もったいない！）、貴女の

後頭部を輪切りにして、生きたまま皺々（しわしわ）で襞々（ひだひだ）の脳みそ

の谷間をぺろぺろ嘗めてあげるわよ（まさか、いくら貴女でも脳味噌に皺がないな

んてことはないわよね）、貴女の脳を舐め舐めすれば、貴女が見ている夢を味わえる

かしら？私のことをどう思っているかもわかるかしら？私のことを憎んでるなら、

あなたの味噌は苦くて味わい深いし、私のことを愛しているなら甘くて美味しそう

だけれど、どうでもいいと思われていたら味気ないでしょうね。（火傷するくらいに

熱いか、凍りつくくらいに冷たいのがいいわ。生ぬるかったら、きっと吐き出しち

ゃう！！）猿の脳のシャーベットは珍味だそうだけれど、魔理沙の味噌は美味しい

かしら？魔理沙の味噌だから、『まりミソ』ね！うふふ。じゃあ、『腑抜け』にする

より先に『兜割り』しなきゃいけなくなったわね、でも、魔理沙の脳が鶏の笹身や

帆立モリモリみたいに筋肉質だったらどうしましょう、脳筋魔理沙、うふふ」 

「内臓の処理は古式ゆかしい方法でやるけど、そこから先は現代的にやってあげるわ

よ、シリコンゴムとエポキシ樹脂、ウレタンフォームとカーボンファイバーを適宜

組み合わせて、各関節がポリキャップで自在に稼動するハイグレードガンニョムか




